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従来の炭焼きの問題点

① 労働環境が劣悪

一昼夜の番、肉体的負担、高火力や排煙成
分による危険性

② 技術継承が難しい
経験と五感が頼り、職人の減少

③ 初期投資が大きい
専用の木割機（窯に合う長い材が割れる）
の導入、土地

④ 炭窯を作るのが難しい
窯の設計、施工、材料など



スマート化のねらい ～小型炭窯の利用（2022年～）～

〇炭材の量・大きさの縮小

→肉体的負担の軽減

→一般的木割機の使用が可能

〇窯自体が小さく軽量

→設置場所が小規模で済む

→移動可能

1回あたりの生産量は少ないが、
複数台を短期間のサイクルで稼働
させることで、生産量の維持と注
文への臨機応変な対応につながる。



スマート化のねらい ～IoTの利用（今回の事業）～

▼構成イメージ

インターネット
（クラウドサービス）

炭窯の状態を、IoT機器を通じて

データ化されたものを遠隔で確認可能にする。

〇見張り時間の削減

→労働者負担の軽減

〇情報の客観的可視化

（グラフや動画）

→属人性の低減

→品質の安定化

データの収集・蓄積、分析 ⇒ より精度の高い施策を実施



神鍋白炭工房 炭焼きの工程

【詰込み】 【火入れ】【玉切り・木割】

【炭化管理】【精錬】【冷却】
【窯出し】

吸気排気をコントロールし
窯内部の温度を自燃で安定
させる

吸気排気口
を全開。

吸気排気口
を全閉。

・煙の質・量、温度の変化を見張る必要あり
・熟練の勘に頼るところが大きい



実施内容

１．工程確認

└工程ごとのポイントや注意点を確認・整理

⇒実装内容や位置などを検討

２．設計、設置

└ネットワーク

└カメラ、各種センサー

３．データ確認、調整

└各データの有用性の検討、温度センサーの安定化等



１．工程確認

▼全工程を整理し資料化

現状の作業ローテーション

作業詳細



２．設計、設置

▼カメラ
正面カメラ

側面カメラ

ナイトビジョン

夜間や目を離した

状況も把握可能

録画・再生



２．設計、設置

▼センサー（炭窯背面部） 煙突排気温度

CO

測定データは

Webブラウザで確認

気温・湿度・気圧



２．設計、設置

▼センサー（炭窯背面部） 窯表面温度

TVOC

煙突表面温度



３．データ確認、調整

▼フォームで入力
└火入日、天候、材種、含水量等

▼センサー情報
└CSV出力し蓄積方法等の検討



３．データ確認、調整

▼機器の調整
└温度センサーの値の安定化



4．成果

〇 煙の量・煙突排気温度のデータを
・場所（スマホがあればどこでも）
・時間（リアルタイム/過去）

を問わず確認できる

⇒釜の前での見張り時間の削減

【火入れ～精錬終了の見張り時間】

従来：丸三日間 程
↓

今回：６時間半程度
（１日目：4時間、3日目：2時間半）

〇 データを複数人で共有できる

⇒他のメンバーとの相談がスムーズ

煙が夜中の何時
に切れたか？

温度上昇が
ストップ！
精錬開始！

事務所で報告
書作成をしな
がら窯の様子
を確認！



4．成果

〇蓄積したデータのCSV化により活用が容易

▼記録としての活用例



4．成果

グラフの時間軸の調整で
細かい変化も確認可

▼記録としての活用例



4．成果

▼記録としての活用例



4．成果

初心者でも白炭の作成に成功 !

【今後の課題と展望】

〇熟練者が工程の判断基準とする煙の色や匂い等の数値データ化

（測定内容・方法の更なる検証）

〇データ蓄積の継続・マニュアル精度のアップ

⇒ 炭焼きの普及を図る



ご清聴ありがとうございました。

神鍋白炭工房
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